
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
『はじめてのドライフード』 

CAMMOC/山と溪谷社/596.3 ｷﾔ  

ざるに並べて干してしまえばうまみがギュッと詰まったドライフードに早変わり!  

野菜からきのこ、果物、豆・肉・魚まで、ドライフードのつくり方を紹介します。 

ドライフードを使ったレシピも収録。ドライフードのある暮らし、始めてみませんか。 

 

『ゆっくり学ぶ』 

岸見一郎/集英社クリエイティブ/002 ｷｼ  

 

学ぶことに目的はいらない。目的に縛られ
ず学ぶ時の方が、思いがけない出会いが起
きる。「嫌われる勇気」の著者が、自らの読
書や外国語学習の体験をもとに、学びの意
義、楽しみ方のコツを紹介する。 

 
『ミュージアムグッズのチカラ 2』 

大澤夏美/国書刊行会/069 ｵｵ  

 

「考える人」のクリップ、「平成」「令和」の
クリアファイル…。「かわいいを楽しみたい」
「感動を持ち帰りたい」など、博物館の楽し
み方ごとにミュージアムグッズを紹介。開発
秘話や博物館データも掲載する。 

『やらかした時にどうするか』 

畑村洋太郎/筑摩書房/141.5 ﾊﾀ 

 

どんなに注意しても、どれほどたくさん知識
を備えても、完全に防ぐことができない「失
敗」。失敗を怖れることなく果敢にチャレンジ
できるよう、失敗の原因を分析し、それを糧
にする方法を紹介する。 

『地図でスッと頭に入る世界の三大宗教』 

保坂俊司/昭文社/165 ﾎｻ  

 

宗教を知れば、揺れる国際情勢の流れがおも
しろいほど理解できる! 人類を突き動かして
きた三大宗教、仏教・キリスト教・イスラム
教の成り立ちと変遷を、地図や写真、イラス
トとともに解説する。 

『父から子に伝えたい戦争の歴史』 

半藤一利/SBクリエイティブ/210.6 ﾊﾝ  

 

終戦から 77 年。二度と過ちを繰り返さないた
めに、歴史から何を学ぶべきか。令和の日本
人が心に刻みたい珠玉のメッセージが多数書
き記された作家・半藤一利の 180 冊以上の著
作のエッセンスを凝縮。「あの戦争」を語り継
ぐ。 

『おひとりからのしずかな京都』 

柏井壽/SBクリエイティブ/291.6 ｶｼ  

 

春秋のトップシーズンを除けば、心しずかに
京都の街を愉しめる。生粋の京都人が、地元
の人しか知らない名所、行事や文化、美食の
店をこっそり伝授。京都旅の一助となる、京
の言葉遣いにも触れる。 

『最期まで在宅おひとりさまで機嫌よく』 

上野千鶴子/中央公論新社/367.7 ｳｴ  

 

「在宅ひとり死」を提唱する社会学者が、橋
田壽賀子、桐島洋子ら 10 人のロールモデル
と人生後半の生き方・老い方を語り合う。『婦
人公論』『女性セブン』『女性自身』掲載に加
筆修正、書き下ろしを加えて単行本化。 

『日本怪異妖怪事典』 

朝里樹/笠間書院/388.1 ｱｻ  

 

全国の怪異妖怪を地方別で紹介する日本怪
異妖怪事典。近畿編では、古代から現代まで
近畿で語られた 900 種類以上の怪異妖怪を
県別に分け五十音順に掲載する。コラム、部
類別索引・属性別索引等付き。 

『世界の気候と天気のしくみ』 

今井明子/産業編集センター/451.8 ｲﾏ  

 

北極と南極どちらが寒い? フィリピンの台風
は冬に来る? 北米で竜巻が多発する理由は? 
地理・地学をヒントに、気候・天気の基礎知識
から異常気象の謎まで、知っておきたいポイ
ントをわかりやすく図解する。 

『ヨガを楽しむ教科書』 

綿本彰/ナツメ社/498.3 ﾜﾀ  

 

ヨガで日常を豊かに! ヨガの基礎知識から、
いろいろなポーズ、太陽礼拝、呼吸法、瞑想
法、哲学まで、イラストをふんだんに盛り込
み、要点を絞り込んで丁寧にやさしく解説す
る。 

『台湾の日々』 

青木由香/翔泳社/590 ｱｵ  

 

衣食住から人との接し方・関わり方まで、長
年台湾で暮らし、生活の隅々を体験すること
で見えてきた台湾のいいところ、心地よい暮
らし方を A to Z で紹介する。歴史や気候、社
会のことなど基礎知識も掲載。 

『日本ご当地パン大全』 

辰巳出版/596.6 ﾀﾂ  

 

日本全国の 「その地域でしか買えない」パン
大集合! 菓子パンや調理パンなどの味や特
徴、誕生エピソード、店舗風景などを、カラ
ー写真とともに紹介する。日本のパン文化に
まつわるコラムも充実。データ:2022 年 5 月
現在。 

『あっちこっち食器棚めぐり』 

伊藤まさこ/新潮社/596.9 ｲﾄ  

 

選び方も、使い方も、しまい方も、こんなに自
由! 料理家、フローリスト、蒸留家など、食い
しん坊たち 17 組の食卓を彩る器と棚を紹介。
レシピも掲載する。『芸術新潮』連載に加筆修
正。 

 
『食品ロスはなぜ減らないの?』 

小林富雄/岩波書店/611.3 ｺﾊ 青少年 

 

食品ロスはどうしたら減らせるのか? その問
題点と課題を明らかにし、解決に向けての国
内外の食糧事情やフードバンク等を始めとす
る取り組み、さらには地域や学校、個人でで
きる様々な活動を紹介する。 

『世界の優美なユリ銘鑑 LILIES』 

ナオミ・スレイド/日本文芸社/627.6 ｽﾚ  

 

世界の優美なユリを美しい写真で解説した
品種銘鑑。目立たず華奢な野生種のユリ、ひ
ときわ華美で自己主張が強くむせかえるよ
うな香りを持つユリなど、魅力あふれる世界
のさまざまな品種を紹介する。 

『新しい登山の教科書』 

栗山祐哉/池田書店/786.1 ｸﾘ 

 

すべての登山者が安全に、快適に登山を楽し
むために-。登山を始める前に知っておきたい
知識をはじめ、準備、装備、歩き方、幕営技術
について写真やイラストを交えて解説。不測
の事態に備えた怪我の処置や救急救命なども
紹介。 

『花と器の素敵な合わせ方』 

小川典子/誠文堂新光社/793 ｵｶ  

 

これから「花のある暮らし」を始めたい人に
向けて、知っていると楽しい旬の花の情報や、
花の組み合わせ、花と器のコーディネート術
など、素敵な飾り方のアイデアを紹介する。
12 カ月の旬の花がわかる図鑑付き。 

『「嫌み」と「皮肉」の心理学』 

ロジャー・クルーズ/ニュートンプレス/801 ｸﾙ 

 

なぜ人は嫌みを言うのか? なぜ皮肉を言い、
風刺を愛するのか? 日常の会話から文学、映
画まで、様々な分野で「嫌み」や「皮肉」が
どう使われてきたのか、その歴史と変遷をた
どりつつ、人間社会と人間にひそむ心理を探
る。 

『言葉のアップデート術』 

小竹海広/ｸﾛｽﾒﾃﾞｨｱ・ﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ/809.4 ｵﾀ  

 

モヤッとする一言を、スッと伝わる一言
に。日常会話から SNS まで、幅広いシー
ンを想定し、言葉を発する側も受け取る
相手も、前向きになれるような言いかえ
方を 24 の型にまとめ、例文や心理の詳
細とともに紹介する。 

『平安貴族サバイバル』 

木村朗子/笠間書院/910.2 ｷﾑ 

 

優雅なイメージとは裏腹に、セルフプロデュ
ース力やコミュニケーションスキルが厳しく
求められていた平安貴族。弱肉強食の世界に
翻弄されながらも、意外とアグレッシブに生
きた人々の軌跡を、史実と文学作品をもとに
解説する。 

『本を読んだら散歩に行こう』 

村井理子/集英社/914.6 ﾑﾗ  

認知症の義母の介護、双子の息子たちの受験、
長引くコロナ禍…。人気翻訳家が贈る、悲喜
こもごもの現在と過去をめぐるエピソード&
読書案内。『よみタイ』連載を改題、加筆修正
し書籍化。 

『カレーの時間』 

寺地はるな/実業之日本社/F ﾃﾗ  

 

ゴミ屋敷のような家で祖父・義景と暮らすこ
とになった孫息子・桐矢。カレーを囲む時間
だけは打ち解ける祖父が、半世紀の間、抱え
てきた秘密とは-。終戦後と現在、ふたつの時
代を「カレー」がつなぐ絶品“からうま”長編小
説。 

令和４年 発行№２６８ 

行事予定は裏面へ 

月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

■塗りつぶしの日は休館です。



 

 

 

 

 

 

 

 


